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ご
購
読
は
延
暦
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

六
月
四
日
、
伝
教
大
師
の
忌
日
に
あ
た
る
こ
の
日
、
比
叡
山
内

の
浄
土
院
に
お
い
て
、
天
台
宗
内
の
高
徳
が
出
仕
し
て
長
講
会
が

営
ま
れ
る
。
浄
土
院
に
集
ま
る
僧
は
門
を
く
ぐ
る
と
、
浄
土
院
の

東
の
方
に
向
い
て
一
礼
す
る
。
そ
の
一
礼
の
先
に
は
別
当
大
師
廟

が
あ
る
。

別
当
大
師
光
定
。
伝
教
大
師
に
師
事
し
、
初
期
の
延
暦
寺
を
支

え
た
名
僧
で
様
々
な
功
績
が
知
ら
れ
て
い
る
。
天
台
宗
の
年
分
度

者
と
し
て
得
度
の
後
、
弘
法
大
師
か
ら
胎
蔵
界
・
金
剛
界
の
潅
頂

を
受
け
て
い
る
。
後
年
に
は
伝
教
大
師
と
同
じ
く
内
供
奉
十
禅
師

に
任
じ
ら
れ
、
文
徳
天
皇
御
願
の
四
王
院
を
建
立
し
、
七
十
六
歳

に
し
て
延
暦
寺
別
当
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
生
涯
で
特
筆
す
べ
き
事
績
が
大
乗
戒
の
勅
許
で
あ
り
、
実

現
す
る
ま
で
伝
教
大
師
の
手
足
と
な
っ
て
奔
走
し
た
。「
天
台
宗

の
僧
侶
は
大
乗
戒
で
あ
る
梵
網
戒
を
受
け
る
べ
き
」
と
し
て
大
乗

戒
に
よ
る
授
戒
制
度
の
勅
許
を
請
願
し
た
も
の
で
、
伝
教
大
師
が

遷
化
さ
れ
た
弘
仁
十
三
年（
八
二
二
）の
翌
年
、
日
本
で
初
め
て
の

大
乗
戒
に
よ
る
授
戒
会
が
初
代
座
主
義
真
を
戒
師
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
戒
壇
院
は
ま
だ
建
立
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
光
定
は
総
本
堂
の
根
本
中
堂
で
あ
る
一
乗
止
観
院
に
て

受
戒
し
た
。
六
国
史
の
一
つ
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
に
は
「
光

定
卒
伝
」
が
立
て
ら
れ
、
大
乗
戒
の
勅
許
は
光
定
の
力
に
よ
る
と

ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
受
戒
の
証
明
書
が
国
宝
『
嵯
峨
天
皇
宸
翰

光
定
戒

牒
』
で
あ
る
。
三
筆
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
嵯
峨
天
皇
の
御
真
筆

で
あ
る
。
天
皇
自
ら
の
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、

当
時
の
人
々
も
光
定
が
大
乗
戒
勅
許
の
功
労
者
で
あ
る
と
い
う
認

識
だ
っ
た
。
日
本
初
の
大
乗
戒
受
戒
の
証
明
書
と
い
う
意
義
と
共

に
、
文
化
財
と
し
て
も
確
実
に
嵯
峨
天
皇
御
真
筆
と
言
え
る
唯
一

の
書
と
し
て
非
常
に
貴
重
で
あ
り
、
歴
代
天
皇
の
宸
翰
の
中
で
も

特
筆
す
べ
き
逸
品
と
し
て
伝
わ
る
延
暦
寺
の
重
宝
で
あ
る
。

昨
年
、
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
の
大
遠
忌
を
迎
え
、
本
年
は
日

本
で
初
め
て
大
乗
戒
の
授
戒
会
が
行
わ
れ
、
ま
た
比
叡
山
寺
が
桓

武
天
皇
の
年
号
か
ら
「
延
暦
寺
」
と
称
す
る
こ
と
を
勅
許
さ
れ
て

千
二
百
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る
。
別
当
大
師
の
著
し
た
書

に
『
伝
述
一
心
戒
文
』
が
あ
り
、
伝
教
大
師
の
お
言
葉
も
残
さ
れ

て
い
る
。
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
こ
の
節
目

の
年
に
今
一
度
、
お
大
師
様
の
御
心
に
か
な
う
も
の
か
自
問
し
て

み
た
い
。

「
道
心
の
中
に
衣
食
あ
り
、
衣
食
の
中
に
道
心
な
し
」
と
。

寺寺号号をを延延暦暦寺寺とと称称ししてて千千二二百百年年

令
和
4
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

す
べ
て
の
行
い
は
大
悲
か
ら

比
叡
山
０
６
０
８
０
１

１
面

尚
❶
尚
❷
井
❸
井
❹
岡
❺
尚
❻
井
❼
岡
❽
井

＜ １ ＞ 第８０８号 （昭和３２年６月１９日第三種郵便物認可） 令和４年６月８日 水曜日（月刊毎月８日発行）

光定戒牒（国宝・延暦寺蔵）の後半部分。中央下部に「光定」と見える



比
叡
山
０
６
０
８
０
４
・
０
５

４．５
面

尚
❶
井
❷
井
❸
岡
❹
井
❺
井
❻
岡

＜ ５ ＞ 第８０８号 （第三種郵便物認可） 令和４年６月８日 水曜日 ＜ ４ ＞

御
拝
堂
、御
奉
告
、傳
燈
相
承
式
を
厳
修

初
夏
の
比
叡
山
慶
祝
の
1
カ
月
半
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去
る
令
和
３
年
１１
月
２２
日
に
第
二
百
五
十
八
世
天
台
座
主
へ
と
ご
上
任
さ
れ
た
大
樹
孝
啓
探
題
大
僧
正

猊
下（
９７
）が
、
４
月
１５
日
の
御
拝
堂
を
始
め
、
同
２７
日
に
は
聖
徳
太
子
御
廟
へ
上
任
の
ご
報
告
、
ま
た
、

５
月
３１
日
に
は
傳
燈
相
承
式
執
行
と
、
古
式
に
基
づ
い
て
厳
か
に
一
連
の
式
典
を
執
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で

今
特
集
で
は
、
大
樹
座
主
猊
下
の
ご
上
任
に
伴
う
一
カ
月
半
に
わ
た
る
歩
み
を
報
告
す
る
。

古
式
ゆ
か
し
く
御
拝
堂
を
執
行

比
叡
の
諸
仏
諸
菩
薩
に
上
任
を
ご
奉
告

煙
雨
の
な
か
御
拝
堂
へ

第
二
五
八
世
天
台
座
主
大

樹
孝
啓
探
題
大
僧
正
の
ご
上

任
を
、
比
叡
山
三
塔
に
お
わ

す
諸
仏
諸
菩
薩
諸
天
善
神
に

奉
告
す
る
「
御
拝
堂
」
が
、

４
月
１５
日
、
比
叡
全
山
に
お

い
て
古
式
ゆ
か
し
く
執
り
行

わ
れ
た
。

小
雨
降
り
続
く
煙
雨
の
な

か
座
主
猊
下
は
、
緋
衣
・
緋

紋
白
金
三
諦
章
大
五
条
で
御

身
を
包
ま
れ
、
午
前
９
時
２０

分
、
大
書
院
を
ご
出
発
。
延

暦
寺
の
一
山
住
職
及
び
職

員
、
参
拝
者
が
お
出
迎
え
し

合
掌
す
る
な
か
を
根
本
中
堂

へ
と
向
か
わ
れ
た
。
後
に
は

阿
部
昌
宏
天
台
宗
宗
務
総
長

並
び
に
水
尾
寂
芳
延
暦
寺
執

行
を
始
め
、
天
台
宗
・
延
暦

寺
両
内
局
、
ま
た
座
主
猊
下

が
長
吏
を
お
務
め
に
な
ら
れ

た
書
写
山
圓
教
寺
（
兵
庫
教

区
・
姫
路
市
・
大
樹
玄
承
住

職
）
の
関
係
者
ら
が
随
行
し

た
。

座
主
猊
下
は
根
本
中
堂
内

陣
に
お
い
て
毘
沙
門
壇
、
文

殊
菩
薩
壇
、
祖
師
壇
へ
焼
香

礼
拝
さ
れ
、
ご
本
尊
薬
師
瑠

璃
光
如
来
の
御
宝
前
に
座
し

て
、
随
行
す
る
内
局
員
ら
と

共
に
『
薬
師
経
』
読
誦
を
以

て
、
天
台
座
主
へ
の
上
任
を

奉
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
参
道
で
人
々
が

手
を
合
わ
せ
お
見
送
り
す
る

な
か
、座
主
猊
下
は
大
講
堂
、

前
唐
院
、
戒
壇
院
、
阿
弥
陀

堂
、
法
華
総
持
院
東
塔
へ
と

進
ま
れ
、
午
前
１１
時
に
は
無

動
寺
谷
明
王
堂
ま
で
向
か
わ

れ
た
。
無
動
寺
で
は
、
叡
南

浩
元
明
王
堂
輪
番
並
び
に
譽

田
玄
樹
弁
天
堂
輪
番
を
始

め
、
北
嶺
回
峰
行
者
の
お
出

迎
え
を
受
け
ら
れ
明
王
堂
へ

と
ご
入
堂
、
ご
本
尊
不
動
明

王
の
御
宝
前
に
て
『
般
若
心

経
』
と
不
動
明
王
の
ご
真
言

を
唱
え
ら
れ
た
。

根本中堂にてご本尊薬師如来のご加護を祈られる

浄
土
院
、西
塔
、横
川
地
域
へ

春
の
陽
気
を
取
り
戻
し
た

午
後
か
ら
は
、
１３
時
１５
分
、

山
内
で
最
も
静
寂
な
る
聖
地

「
浄
土
院
」
へ
と
ご
到
着
さ

れ
、
宗
祖
の
真
影
に
お
仕
え

す
る
侍
真
僧
渡
部
光
臣
師
の

出
迎
え
を
受
け
ら
れ
た
。
座

主
猊
下
は
白
砂
を
静
か
に
踏

み
し
め
な
が
ら
御
廟
へ
と
進

ま
れ
、
御
廟
唐
門
と
阿
弥
陀

堂
の
御
前
に
お
い
て
座
主
上

任
の
奉
告
を
さ
れ
た
後
、
拝

殿
へ
と
進
ま
れ
中
央
の
宗
祖

御
影
に
向
か
い
「
南
無
帰
命

頂
礼
本
尊
聖
者
円
戒
高
祖
一

乗
禅
密
根
本
伝
教
大
師
尊

霊
」
の
礼
拝
文
を
唱
え
ら
れ

た
。西

塔
へ
と
進
ま
れ
た
座
主

猊
下
は
、
に
な
い
堂（
法
華

・
常
行
両
堂
）で
礼
拝
さ
れ

た
後
、
西
塔
の
本
堂
釈
迦
堂

を
参
拝
さ
れ
、
横
川
地
域
に

お
い
て
は
、
午
後
２
時
３０
分

横
川
中
堂
、
同
４５
分
元
三
大

師
堂
を
拝
堂
さ
れ
た
後
、
午

後
３
時
４５
分
飯
室
谷
不
動
堂

へ
と
進
ま
れ
、
出
迎
え
た
藤

波
源
信
長
寿
院
住
職
と
信
者

ら
が
随
喜
す
る
な
か
不
動
明

王
の
御
宝
前
に
て
読
経
を
さ

れ
た
。

滋
賀
院
で
法
灯
護
持
誓
わ
れ
る

午
後
４
時
２０
分
、
滋
賀
院

門
跡（
大
津
市
坂
本
・
小
林
隆
彰
門
主
）前
に
て
天
台
宗

務
庁
の
職
員
、
比
叡
山
高
等

学
校
の
生
徒
ら
約
１
０
０
名

の
参
列
者
が
出
迎
え
る
な

か
、
座
主
猊
下
が
ご
到
着
さ

れ
、
御
自
ら
石
段
を
登
り
御

成
門
を
く
ぐ
ら
れ
た
。
座
主

猊
下
は
そ
の
ま
ま
内
仏
殿
へ

と
向
か
わ
れ
、
ご
本
尊
薬
師

如
来
、
天
台
大
師
、
伝
教
大

師
の
各
像
の
御
宝
前
に
て

『
般
若
心
経
』
を
読
誦
さ
れ

法
灯
の
護
持
を
誓
い
、
座
主

上
任
の
奉
告
を
魔
事
無
く
終

え
ら
れ
た
。

叡南浩元大行満大阿闍梨の案内で無動寺明王堂をご参拝

浄土院の阿弥陀如来に上任をご奉告

滋賀院門跡内仏殿にて最後のご奉告
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陽
春
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た

４
月
２７
日
、
比
叡
山
麓
滋
賀
院
門
跡
を
午
前
８
時
３０
分
に

お
発
ち
に
な
ら
れ
た
大
樹
孝

啓
天
台
座
主
猊
下
は
、
阿
部

昌
宏
天
台
宗
宗
務
総
長
並
び

に
水
尾
寂
芳
延
暦
寺
執
行
ら

が
随
行
す
る
な
か
、
午
前
９

聖徳太子廟の御前にて読経される座主猊下。『上宮太子講式』では、伝教
大師が聖廟に詣でて「万善同帰の直道を継ぐ」と述べられており、その想
いを引き継ぐため、天台座主は上任の際必ず聖廟を参拝される

時
、
京
都
御
苑（
京
都
市
上

京
区
）内
に
あ
る
宮
内
庁
京

都
事
務
所
を
訪
問
さ
れ
石
原

秀
樹
所
長
に
座
主
上
任
の
報

告
を
な
さ
れ
た
。

挨
拶
を
終
え
京
都
御
苑
を

後
に
さ
れ
た
猊
下
は
、
仏
教

の
興
隆
に
深
く
寄
与
さ
れ
た

日
本
仏
教
の
祖
、
聖
徳
太
子

（
５
７
４
〜
６
２
２
）へ
座
主

の
上
任
を
奉
告
す
る
た
め
、

太
子
が
創
建
さ
れ
た
日
本
最

初
の
官
寺
四
天
王
寺（
大
阪

市
天
王
寺
区
）へ
と
向
か
わ

れ
た
。

座
主
猊
下
は
午
前
１１
時
２０

分
に
四
天
王
寺
へ
と
ご
到
着

さ
れ
る
と
、
同
寺
加
藤
公
俊

管
長
の
歓
迎
を
受
け
ら
れ
、

参
拝
の
身
支
度
を
整
え
ら
れ

た
後
、
同
寺
聖
霊
院
太
子
殿

に
お
い
て
、「
南
無
仏
太
子

像
」
に
焼
香
礼
拝
さ
れ
る
と

共
に
、座
主
の
上
任
を
奉
告
。

四
天
王
寺
内
局
員
ら
が
随
喜

す
る
な
か
、『
観
音
経
』
と

『
般
若
心
経
』
を
唱
え
ら
れ

た
。
ま
た
参
拝
後
に
は
、
昨加藤管長のご案内にて太子殿へと向かわれる座主猊下

年
奉
修
さ
れ
た
「
聖
徳
太
子

千
四
百
年
御
聖
忌
」
を
ご
縁

に
聖
霊
院
横
に
再
建
さ
れ

た
、
伝
教
大
師
を
お
祀
り
す

る「
一
乗
院
」を
参
拝
さ
れ
、

宗
祖
大
師
の
ご
加
護
を
一
心

に
祈
ら
れ
た
。

四
天
王
寺
を
後
に
さ
れ
た

座
主
猊
下
は
、
叡
福
寺（
大

阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
）境

内
に
あ
る
、「
磯
長
の
御
廟

所
」
と
し
て
知
ら
れ
る
聖
徳

太
子
廟
へ
と
向
か
わ
れ
、
太

子
の
御
霊
に
上
任
の
奉
告
を

さ
れ
た
。

到
着
後
、
身
支
度
を
整
え

ら
れ
た
猊
下
は
、
午
後
の
日

差
し
が
照
ら
す
な
か
、
同
寺

近
藤
本
龍
管
主
の
ご
案
内
で

高
台
に
あ
る
聖
廟
へ
と
歩
み

を
進
め
ら
れ
、
急
勾
配
の
階

段
を
御
自
ら
一
段
一
段
と
登

り
山
門
を
く
ぐ
ら
れ
た
。
聖

廟
内
で
は
宮
内
庁
職
員
の
差

し
出
し
た
お
手
水
を
受
け
ら

れ
、
整
然
と
掃
き
清
め
ら
れ

白
砂
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
玉

垣
内
を
静
か
に
正
面
へ
と
進

ま
れ
、
香
炉
台
に
焼
香
さ
れ

た
後
『
般
若
心
経
』
を
唱
え

ら
れ
た
。

座
主
猊
下
は
日
を
あ
ら
た

め
５
月
１１
日
に
東
京
へ
と
向

か
わ
れ
た
。
東
京
で
は
、
午

前
中
に
寛
永
寺（
台
東
区
上

野
・
浦
井
正
明
住
職
）本
堂

に
お
い
て
ご
上
任
の
奉
告
を

な
さ
れ
、
そ
の
後
皇
居
へ
と

向
か
わ
れ
て
ご
記
帳
を
な
さ

れ
た
。

一乗院にて法楽を営まれる

聖徳太子御像へ報恩の誠
を捧げられる

聖
徳
太
子
に
上
任
の
ご
奉
告

四
天
王
寺
と
聖
徳
太
子
廟
を
ご
参
拝

太
子
の
御
霊
に
上
任
奉
告

京
都
御
所
と
皇
居
、寛
永
寺
に
も

午
後
か
ら
は
京
都
市
内
の
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
傳
燈
相
承
披
露
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
約
４
６
０
名
の
参

加
者
へ
座
主
猊
下
よ
り
御
礼
が
述
べ
ら
れ
た

法
脈
相
承
の
儀
式「
傳
燈
相
承
式
」を
厳
修

座
主
猊
下「
慈
悲
に
溢
れ
た
社
会
を
」

天
台
宗
総
本
山
比
叡
山
延

暦
寺
の
ご
晋
山
、
ま
た
、
第

二
五
八
世
天
台
座
主
職
法
脈

相
承
の
儀
式
と
な
る
「
傳
燈

相
承
式
」
が
、
５
月
３１
日
、

総
本
堂
根
本
中
堂
に
て
執
り

行
わ
れ
、
大
樹
孝
啓
座
主
猊

下
が
式
典
へ
と
臨
ま
れ
た
。

座
主
猊
下
は
午
前
１０
時
２０

分
、
殿
上
輿
に
て
大
書
院
を

ご
出
発
、
山
内
を
潤
す
霧
雨

は
ピ
タ
リ
と
止
み
、
本
山
と

一
宗
の
代
表
出
仕
３０
名
の
先

導
の
も
と
、
天
台
宗
務
庁
・

延
暦
寺
両
内
局
員
を
随
え
て

約
１５
分
を
か
け
行
道
し
、
根

本
中
堂
へ
と
入
堂
さ
れ
た
。

根
本
中
堂
中
陣
に
荘
厳
さ

れ
た
道
場
に
は
古
式
に
従

い
、
ご
本
尊
薬
師
如
来
像
に

向
か
っ
て
左
側
に
開
宗
外
護

の
大
檀
越
桓
武
天
皇
の
御
影

像
が
奉
安
さ
れ
、
右
方
宗
祖

大
師
の
御
前
に
は
、
座
主
歴

代
相
承
の
什
物
で
あ
る
仏
舎

や
く

利
・
八
舌
鑰
・
鈴
杵
・
一
字

金
輪
法
の
鉄
散
杖
・
古
印
及

び
相
承
譜
等
が
安
置
さ
れ

た
。座

主
猊
下
は
祝
祷
唄
が
朗

か
に
唱
え
ら
れ
る
な
か
、
ご

登
壇
さ
れ
、
宮
内
庁
京
都
事

務
所
所
長
、
関
係
宗
派
代
表

者
、
宗
内
門
跡
大
寺
・
各
教

区
宗
務
所
所
長
等
、
各
界
を

代
表
す
る
御
来
賓
多
数
が
見

守
る
う
ち
に
、
歴
代
相
承
譜

へ
ご
署
名
を
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
改
め
て
ご
登
壇
さ

れ
た
座
主
猊
下
は
、
ご
本
尊

や
宗
祖
伝
教
大
師
を
始
め
満

山
の
三
宝
に
上
任
の
表
白
を

捧
げ
ら
れ
た
。
ご
降
壇
の
あ

と
に
は
、
参
列
者
一
同
に
向

か
い
ご
上
任
の
諭
示
を
発
せ

ら
れ
、「
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法

会
結
願
の
佳
辰
に
当
た
る
時

に
法
灯
を
継
承
い
た
し
ま
し

た
こ
と
に
因
縁
の
有
り
難
き

を
謝
す
る
」と
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
そ
の
上
で
座
主
猊
下

は
、「
改
め
て
祖
師
の
み
教

え
を
深
く
心
に
刻
み
自
ら
を

戒
め
つ
つ
、
∧
我
が
志
を
述

べ
よ
∨
と
遺
さ
れ
た
宗
祖
大

師
に
お
応
え
せ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
お
心
内
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、「
地
球
温

暖
化
や
武
力
紛
争
に
起
因
す

る
人
道
問
題
な
ど
、
誠
に
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
」
と
現
在
の
情
勢
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
、「
我
々

は
こ
の
混
迷
す
る
状
況
に
傍

観
す
る
こ
と
な
く
、
∧
忘
己

利
他
∨
∧
一
隅
を
照
ら
す
∨こう

と
い
う
宗
祖
伝
教
大
師
の
高

ま
い邁
な
る
み
教
え
を
昂
揚
し
、

慈
悲
に
溢
れ
た
社
会
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
決
意
を
語
ら
れ
る
と
と
も

に
、「
不
惜
身
命
、
戒
行
精

進
し
宗
祖
の
御
誓
願
実
現
に

勤
め
る
所
存
で
す
」
と
力
強

く
誓
わ
れ
た
。

こ
れ
を
承
け
、
阿
部
昌
宏

天
台
宗
宗
務
総
長
が
慶
祝
の

意
を
言
上
し
、
堂
内
が
法
悦

に
湧
く
な
か
式
典
は
終
了
し

た
。

相承譜に力強くご署名される座主猊下

横
川
中
堂
に
て




